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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 14,560 10.7 △133 － △47 － △90 －

2024年３月期第３四半期 13,151 △1.8 △7 － 22 － △37 －

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 △55百万円（－％） 2024年３月期第３四半期 △5百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 △4.37 －

2024年３月期第３四半期 △1.80 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 7,368 4,957 63.8

2024年３月期 7,257 5,034 66.3

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 4,702百万円 2024年３月期 4,813百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 1.00 1.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期（予想） 2.00 2.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 4.9 275 180.6 275 84.6 190 160.3 9.17

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 24,106,009株 2024年３月期 24,106,009株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 3,376,187株 2024年３月期 3,375,909株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 20,729,822株 2024年３月期３Ｑ 20,722,382株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日）におけるわが国の経済は、一部に足踏みが残

るものの、緩やかに回復しています。先行きについては、雇用・所得環境が改善する中で、緩やかな回復が続くこ

とが期待されます。ただし、物価上昇、アメリカの今後の政策動向、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動

等の影響に注意する必要があります。

当社グループが属する自動車業界におきましては、新車登録台数（軽自動車含む）は、275万台（乗用のみ、貨

物・バス等除く）となり、前年同期比2.9％の減少となりました。中古車登録台数（軽自動車含む）は、397万台

（乗用のみ、貨物・バス等除く）となり、前年同期比1.9％の増加となりました（出典：一般社団法人日本自動車

販売協会連合会、一般社団法人全国軽自動車協会連合会）。

このような環境の中で当社は、2024年９月１日をもちまして、「株式会社カーチスホールディングス」から「株

式会社レダックス」に商号変更いたしました。商号変更は、当社の親会社である株式会社レダグループホールディ

ングスのグループ会社として、更なる事業セグメントの無限化・多様化・スピード化による成長戦略を明確にする

ことを目的としており、投資事業、金融事業、不動産事業、Ｍ＆Ａコンサルタント事業を積極的に推進していくこ

とを掲げております。また、2024年10月より金融投資事業部を設置し人材を投入した上で、投資事業及び金融事業

の強化を積極的に推進しております。

「自動車流通事業」におきましては、「顧客ファースト」のスローガンのもと、真面目に誠実にお客様の目線に

立って、お客様と直接取引する「買取直販」を株式会社カーチスにより積極的に推進しておりますが、オークショ

ン相場の高騰等に伴う買取り及び仕入れ価格の上昇により、１台あたりの販売粗利が低下しております。このた

め、多様化するお客様のニーズに対応する保証などのサービスを強化することにより付帯収益を向上させるととも

に、車検や保険などの納車後のアフターサービスの充実を図り、「生涯顧客」としてのお客様との継続的な取引を

強化することで利益の向上を図っております。また、カーチス倶楽部会員を対象としたサービスの充実を図り、取

引の増加に努めております。新規出店につきましては、引き続き、販売センターを中心とした候補地の情報収集を

積極的に進めておりますが、不動産相場や建設費の高騰を踏まえ慎重に判断しております。また既存店舗のスクラ

ップアンドビルドやＭ＆Ａ等による積極的な事業展開により、業績の向上に努めており、その一環として、2024年

10月に乗用車の整備を行う新興自動車株式会社をＭ＆Ａにより連結子会社としており、輸入車及び国産車のあらゆ

る自動車関連部品を取り扱う株式会社タカトクと連携してグループの収益力向上を図っております。

商用車関連では、株式会社カーチスロジテックにおいて、カーチス倶楽部会員や法人顧客を対象とした新たな顧

客層の開拓により、トラックなど商用車の買取・販売取引を行っております。

海外関連では、株式会社アガスタにより、アジア・オセアニア・アフリカ等諸外国において輸出取引が活発化し

ており、2024年９月にはウガンダに現地での販売代理店となるウガンダオフィスを開設し、周辺諸国への事業展開

を進めております。また、株式会社カーチスキャピタルマネージメントにおいては、海外での自動車の販売、製造

ならびに現地における市場開発のための企画及びコンサルティング業を行うことを目的として活動しており、さら

に国内においてもギフト及び生活関連用品の販売・輸出入事業を開始し、新たな取引先の開拓による販路の拡大を

進めております。

「リースバック関連事業」におきましては、株式会社カーチスロジテックにより、リース及びリースバック事業

を中心に、商用車の買取・販売事業、運送会社のＭ＆Ａアドバイザリー事業、金融業等も手掛ける総合物流商社と

なることを目指しており、2024年５月には貨物利用運送事業登録を取得し、運送会社の資金繰り等への支援と物流

事業の安定化に貢献するための物流管理プラットフォームとして、金融機関や大手物流業者との連携及びカーチス

倶楽部会員を通じた運送事業者等への事業の認知度向上に努め、リースバック関連事業及び商用車関連取引の更な

る拡大を図り、今後の物流業界の大きな発展に寄与するべく活動しております。2024年９月にはＭ＆Ａアドバイザ

リー事業の一環として、流通事業者のＭ＆Ａを株式譲渡により成立させております。

販売費及び一般管理費につきましては、各科目の見直しや業務改善による効率的な経費削減を継続的に行ってお

り、売上拡大に向けた人員採用や、知名度向上及び来店促進のための広告費の投入など積極的な戦略的投資を行っ

ております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は14,560百万円（前年同期比10.7％増）と増収になりました

が、売上総利益は2,147百万円（前年同期比4.9％減）、営業損失は133百万円（前年同期は営業損失７百万円）、

経常損失は47百万円（前年同期は経常利益22百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は90百万円（前年同期

は親会社株主に帰属する四半期純損失37百万円）となりました。

株式会社カーチスの自動車流通事業部門以外については順調に利益を伸ばしておりますが、株式会社カーチスに

ついては思い切った改善を図るとともに、第４四半期以降、投資事業、金融事業、不動産事業、Ｍ＆Ａコンサルタ

ント事業の積極的な推進により、当社グループにおけるビジネス構造を改革し、確実な業績の向上を図ってまいり

ます。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は7,368百万円となり、前連結会計年度末と比べ、110百万円増加い

たしました。主な要因は、商品（在庫車両）の増加1,180百万円、株式会社新興自動車の子会社化に伴う有形固定

資産の増加175百万円、及び商品の増加に伴う現金及び預金の減少1,287百万円などによるものであります。
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負債合計は2,410百万円となり、前連結会計年度末と比べ、186百万円増加いたしました。主な要因は、株式会社

新興自動車の子会社化に伴う長期借入金の増加135百万円などによるものであります。

純資産は4,957百万円となり、前連結会計年度末と比べ、76百万円減少いたしました。主な要因は、利益剰余金

の減少111百万円及び非支配株主持分の増加34百万円などによるものであります。この結果、自己資本比率は

63.8％（前連結会計年度末66.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月15日の「2024年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,321,426 1,034,223

売掛金 1,268,457 1,258,931

有価証券 － 2,200

商品 1,649,788 2,829,831

貯蔵品 511 1,035

その他 525,576 591,451

貸倒引当金 △541 △541

流動資産合計 5,765,219 5,717,131

固定資産

有形固定資産 893,912 1,069,077

無形固定資産 202,159 176,467

投資その他の資産

投資有価証券 60,963 60,989

差入敷金保証金 324,969 329,593

破産更生債権等 1,149 1,049

その他 20,398 24,851

貸倒引当金 △11,124 △11,024

投資その他の資産合計 396,356 405,460

固定資産合計 1,492,428 1,651,005

資産合計 7,257,647 7,368,136

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 364,133 263,224

短期借入金 350,002 500,000

未払金 183,117 109,652

未払法人税等 35,070 27,111

契約負債 807,423 827,373

その他 244,245 320,059

流動負債合計 1,983,992 2,047,421

固定負債

長期借入金 － 135,886

預り保証金 9,517 7,517

リース債務 51,382 30,516

繰延税金負債 8,022 35,703

資産除去債務 170,694 153,353

固定負債合計 239,615 362,977

負債合計 2,223,607 2,410,399

純資産の部

株主資本

資本金 2,820,732 2,820,732

資本剰余金 851,334 851,334

利益剰余金 2,208,285 2,097,151

自己株式 △1,076,495 △1,076,585

株主資本合計 4,803,856 4,692,632

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 10,059 10,305

その他の包括利益累計額合計 10,059 10,305

非支配株主持分 220,123 254,799

純資産合計 5,034,039 4,957,737

負債純資産合計 7,257,647 7,368,136
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 13,151,825 14,560,363

売上原価 10,893,063 12,413,030

売上総利益 2,258,762 2,147,332

販売費及び一般管理費 2,265,787 2,280,911

営業損失（△） △7,025 △133,579

営業外収益

受取利息 1,805 2,428

受取配当金 1,508 1,843

受取保証料 2,472 1,445

為替差益 21,269 59,874

受取保険金 423 －

持分法による投資利益 31 －

雑収入 7,674 29,762

営業外収益合計 35,184 95,354

営業外費用

支払利息 1,619 1,832

支払保証料 1,349 1,346

持分法による投資損失 － 219

解約清算金 2,000 －

雑損失 362 5,679

営業外費用合計 5,332 9,078

経常利益又は経常損失（△） 22,826 △47,303

特別利益

固定資産売却益 － 13,313

新株予約権戻入益 2,625 －

国庫補助金 － 14,159

負ののれん発生益 － 3,358

特別利益合計 2,625 30,831

特別損失

固定資産除却損 － 0

固定資産圧縮損 － 12,180

減損損失 － 291

店舗閉鎖損失引当金繰入額 4,140 －

特別損失合計 4,140 12,471

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
21,312 △28,944

法人税、住民税及び事業税 30,672 28,688

法人税等調整額 △347 △1,738

法人税等合計 30,325 26,950

四半期純損失（△） △9,013 △55,894

非支配株主に帰属する四半期純利益 28,251 △34,690

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △37,264 △90,584

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純損失（△） △9,013 △55,894

その他の包括利益

為替換算調整勘定 3,260 245

その他の包括利益合計 3,260 245

四半期包括利益 △5,752 △55,648

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △34,004 △90,338

非支配株主に係る四半期包括利益 28,251 34,690

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の

包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取

扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日。以下「2022

年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、これによ

る四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前

連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
四半期

連結損益計算書
計上額自動車流通事業

リースバック
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 13,052,179 99,646 13,151,825

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 13,052,179 99,646 13,151,825

セグメント利益又は損失（△） △81,299 74,273 △7,025

（単位：千円）

報告セグメント
四半期

連結損益計算書
計上額自動車流通事業

リースバック
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 14,463,889 96,473 14,560,363

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 14,463,889 96,473 14,560,363

セグメント利益又は損失（△） △176,409 42,830 △133,579

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日 （自　2024年４月１日

　至　2023年12月31日） 　至　2024年12月31日）

減価償却費 72,327千円 98,546千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

- 9 -

㈱レダックス（7602）　2025年３月期　第３四半期決算短信



独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月12日

株式会社レダックス

取締役会　御中

海　南　監　査　法　人

　　東京事務所

指定社員
公認会計士 仁戸田　学

業務執行社員

指定社員
公認会計士 溝口　俊一

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社レダックス（旧会社名　株式会社カーチスホ

ールディングス）の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日

から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRL データ及びHTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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